
 

 

 

 

 

  

                                                                   

《 今年の担ぎねぶたは「風神雷神」に挑戦！ 》 
～ 暖冬少雪による水不足が心配 今年の題材に祈りを込めて ～ 

 
先月の２月会報（第110号）にも掲載したが、今年の担ぎねぶた題材は「風神雷神」に決定した。 

この題材を提案したのは私。確か「異常気象と言われているので、天候が正常に戻る事を風神雷神に祈願するという
ことで…。」のような事を言って、この題材を提案したはず…。 
今年は例年にない暖冬少雪で夏の水不足が心配され、農作物にも影響が出るような気がする。もし、梅雨時の雨も少
なかったらどうなるだろう。この「風神雷神」に祈りを込めて…。いよいよ部品制作が始まる。   【記：高谷俊幸】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔 平成19年担ぎねぶた「 風神
ふうじん

雷神
らいじん

 」〕 
《 題材解説 》 
仏の種類を大きく分けると、如来・菩薩・明王・天部の四つに区分される。その中の天部に属しているのが、四天
王・十二神将・二十八部衆・仁王などで、これらは仏の世界を守っている。この仏の世界の天候を崩しているのが悪

神と言われるものであり、その悪神と戦っているのが天部に属する仏だと言われている。その悪神の中で突如として
姿を現しては荒れ狂い、最も凶暴なのが風神雷神である。その風神雷神を少数の天部に属する仏らが降伏させようと
するが、降伏させることが出来ず、二十八部衆が総力をあげてようやく降伏させることが出来たという。 
降伏した風神雷神は仏法を守護する善神となり「大衆が水不足で困っている時は雨神を呼び、大衆を救いましょ
う。」と二十八部衆に誓ったとされる。 
                                                       
 

《 囃子講習会の日程が一部変更になりました！ 》 
 
先月の2月会報(第110号)に今年の囃子講習会の日程を掲載しましたが、下記の通り日程を一部変更します。参加さ

れる場合は、日程をお間違いにならないよう御注意下さい。 

尚、囃子講習会の会場や開催時間・参加条件などについては変更ありません。 
 

４月２２日(日) → 諸事情により中止とさせて頂きます。 

６月 ３日(日) → ６月１０日(日)に開催日を変更します。 

１０月２１日(日) → １０月２８日（日）に開催日を変更します。 
 
 今年の第1回囃子講習会は4月22日(日)でしたが、この回が中止となったため、5月6日(日)が第１回囃子講習会と

なります。また、今年は年12回開催予定でしたが、4月22日の回が減った事により、年11回開催となります。 

 




